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神田 奈緒子 

第５回 女性・若手研究者キャリアデザインプロジェクト チーフ 

日本医科大学 千葉北総病院 皮膚科 教授  

第５回女性・若手研究者キャリアデザインプロジェクトでは、昨年好評であった、共同研

究に関するワークショップの形式を引き継ぎ、新たな参加メンバーで行いました。日本医

科大学、日本獣医生命科学大学に加え、早稲田大学、東京理科大学の女性・若手研究者の

方々にご参加いただきました。参加者は 4 名ずつのグループに分かれ、準備期間中に各グ

ループで共同研究のテーマを決定し、おおまかな研究の流れ、各メンバーの役割分担を考

え、当日のグループディスカッションで研究計画の大筋をまとめ、発表しました。各グル

ープとも、メンバーそれぞれの専門知識、技術を融合させた共同研究が立案され、斬新で

興味深い研究計画でした。発表会の最後には、各研究テーマのポイントをとらえた講評

を、杉谷巌大学院教授からいただき、大変感謝しております。ワークショップの後は懇親

会を開催し、異分野の研究者間の交流を深め、日本医科大学学長と気軽にお話することが

できました。 

ダイバーシティ研究環境実現イニシアチブ牽引型事業の一環である本プログラムは、

今年度で終了となりますが、また別の形で異分野の研究者が集い一つの目的に向かっ

て作業する機会を計画できれば幸いです。また、何年後かにこのプロジェクトがキャ

リアアップにどのように生かされたか？参加者にご意見を伺えればと考えています。

山本 昌美 

第４回 女性・若手研究者キャリアデザインプロジェクト サブチーフ 

日本獣医生命科学大学 獣医保健看護学科 准教授  

女性・若手研究者キャリアデザインプロジェクトも今年で5回目、回を重ねるごとに参加者の

声から成長を重ねてきましたが、いよいよ最後を迎えました。５年前の立ち上げ時には、コ

ロナ禍によりオンライン併用を余儀なくされ、グループごとにキャリアアップに関するテー

マについて遠隔で取り組みました。第3回までは少しずつテーマを変えながらオンライン併用

で実施し、日本医科大学と日本獣医生命科学大学およびアンファーの３つの異なる所属の研

究者が興味と問題意識を共有でき、貴重な経験となったとのご意見を参加者からいただきま

した。ようやく対面で実施できるようになった前回の第4回からは、各研究者があらためて自

分の研究スキルや興味の対象を振り返り、各自のアピールを基に分けられたグループごと

に、自由な発想で共同研究を考えるというワークショップに。早稲田大学、東京理科大学

からも参加者を迎え、このプログラムに参加しなければ出会わなかった研究者、考えても

みなかった研究テーマで、グループごとに新しい科学反応が生まれたように思います。5回

に渡ったこのプログラム、参加してくださった研究者にとって、参加した後では、ご自身

のキャリア形成をより客観的、意欲的にとらえることができるようになったり、ご自身の

興味と研究テーマがより彩り豊かなものに感じられる機会になっていたらと願っています。 
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第 5 回 女性・若手研究者キャリアデザインプロジェクト 

共同研究に関するワークショップ 概要 

プロジェクトの目的 

ようやく対面での交流が可能になった今、本プロジェクトで女性・若手研究者が集い、共同研究

について学び、ディスカッションすることで、異なる所属・分野の間で新たな人脈が生まれ、実

際の共同研究への種となります。多くの女性・若手研究者が参加し、今後のキャリア形成の一助

となることを目的としています。 

概要 

日時 2024 年 11 月 15 日（金）16:00～18:45 

会場 日本医科大学 教育棟講堂 （東京都文京区千駄木１丁目１−５） 

内容 1.両学⾧挨拶

日本医科大学学⾧：弦間昭彦

日本獣医生命科学大学学⾧：鈴木浩悦

2.グループワーク テーマ：共同研究

3.発表と質疑・講評

4.懇親会

ワークショップの内容 

① 募集時にプロジェクト参加希望者は専門分野やスキルなどの情報を提供する

② ①を参考に、事務局で各 4 名程度のグループを作る

③ グループは仮想の共同研究テーマを決め、ワークショップまでにおおまかな構想を考える

④ ワークショップでは、会場でディスカッションとまとめの作業のグループワークを行う

⑤ グループごとに発表し質疑、講評を受ける

対象者 

 日本医科大学、日本獣医生命科学大学、東京理科大学、早稲田大学に所属する准教授、講

師、助教、ポストドクター、大学院生

 アンファー株式会社に所属する研究者

スケジュール 

参加募集期間  2024 年 9 月 09 日（月）～9 月 27 日（金）  

選考結果とグループ通知 2024 年 10 月 07 日（月）   

共同研究テーマの検討期間 2024 年 10 月 07 日（月）～10 月 25 日（金） 

共同研究テーマ通知 2024 年 10 月 29 日（火)  

ワークショップ準備期間 2024 年 10 月 29 日（火)～11 月 14 日（木）  

ワークショップ 2024 年 11 月 15 日（金）16:00～18:45 
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お名前に●が付いた方がグループリーダーです。

Group 氏名 所属 部門、教室等 職位 専門研究分野

1 菊池 悠太 日本医科大学 消化器外科 助教 外科

1 ●黒川 南 東京理科大学 理学部 助教 応用化学科（構造生物化学）

1 刀祢 勇樹 日本医科大学 皮膚科 助教 皮膚外科

1 遠田 悦子 日本医科大学 形態解析研究室 教授（ポストアップ） 免疫、病理、細胞生物学、創薬

2 木伏 真子 早稲田大学 先進理工学研究科 生命医科学科 助手 微生物学、情報学、バイオインフォマティクス、農学

2 ●堂本 裕加子 日本医科大学 病理診断科 准教授 病理、心臓、腎臓

2 福泉 彩 日本医科大学 呼吸器内科学分野 講師 呼吸器内科

2 石坂 美緒 日本獣医生命科学大学 内科学研究室第二 大学院生 循環器内科

3 友利 裕二 日本医科大学 整形外科 講師 整形外科、手外科、データサイエンス、免疫

3 田中 知恵 日本医科大学 多摩永山病院 救命救急科 講師 救急、集中治療

3 藤田 陶子 日本獣医生命科学大学
獣医生命科学研究科 獣医保健看護学専攻
博士前期課程 野生動物学教室 疫学班

大学院生 動物生活環境学

3 ●木邊 量子 日本獣医生命科学大学 獣医微生物 准教授 細菌学

4 佐川 慧 日本医科大学 産婦人科学教室 大学院生 産婦人科/病理学

4 竹林 万由子 東京理科大学 薬学研究科 薬科学専攻 放射線生命科学研究室 大学院生 放射線生物影響（放射線治療）

4 富山 敬子 日本医科大学 内分泌代謝・腎臓内科学分野 大学院生 糖尿病、内分泌

4 ●岩田 衣世 日本医科大学 解剖学・神経生物学分野 准教授 生殖生理学

5 雁木 美衣 日本医科大学 システム生理学 助教 電気生理学（網膜、脳から記録経験あり）

5 ●肥田 道彦 日本医科大学 精神医学教室（多摩永山病院、精神神経科） 准教授 精神医学

5 小林 優多郎 日本獣医生命科学大学 応用生命科学部 食品科学科 講師 食品分析、機器分析

5 秋山 蘭 日本獣医生命科学大学 獣医学部獣医保健看護学科臨床部門 助教 人と動物の関係学分野

第5回　女性・若手研究者キャリアデザインプロジェクトメンバー表
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グループ発表 

 

1. 生体内で過剰に蓄積したコラーゲンを分解する治療薬の開発 

黒川 南  東京理科大学 理学部 

遠田 悦子  日本医科大学 形態解析研究室 

刀祢 勇樹  日本医科大学 皮膚科 

 

2. 肺高血圧症の臨床病理学的特徴と治療ターゲット因子の探索 

石坂 美緒  日本獣医生命科学大学 内科学研究室第二 

木伏 真子  早稲田大学 先進理工学研究科 生命医科学科 

堂本 裕加子  日本医科大学 病理診断科 

福泉 彩  日本医科大学 呼吸器内科学分野 

 

3. 災害時の公衆衛生管理について 

木邊 量子  日本獣医生命科学大学 獣医微生物 

田中 知恵  日本医科大学 多摩永山病院 救命救急科 

友利 裕二  日本医科大学 整形外科 

藤田 陶子  日本獣医生命科学大学 獣医生命科学研究科 

獣医保健看護学専攻 博士前期課程 野生動物学教室 疫学班 

 

4. 漢方薬と女性に多い疾患 

岩田 衣世  日本医科大学 解剖学 神経生物学分野 

佐川 慧  日本医科大学 産婦人科学教室 

竹林 万由子  東京理科大学 薬学研究科 放射線生命科学研究室 

富山 敬子  日本医科大学 内分泌代謝 腎臓内科学分野 

 

5. ヒトと動物の癒しとストレスの神経基盤の解明 

～ヒトや動物は、どのような五感によってストレスを感じ、癒されるのか？～ 

秋山 蘭  日本獣医生命科学大学 獣医学部獣医保健看護学科臨床部門 

雁木 美衣  日本医科大学 システム生理学 

肥田 道彦  日本医科大学 多摩永山病院 精神神経科 精神医学教室 

小林 優多郎  日本獣医生命科学大学 応用生命科学部 食品科学科 
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Frontiers | Mini review on collagens in normal skin and pathological scars: current 
understanding and future perspective

Frontiers | Mini review on collagens in normal skin and pathological scars: current 
understanding and future perspective
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グループ2

10



•
•
•

11



12



グループ３

13



AI

1. 
• 

2 . 
• 
•

3 . 
• (MRSA) 

4. 
• 
• 

• 

• 

• 

• 

• 

14



1 1-3

2 4-6

3 7-9
AI

4 10-12

15



グループ４
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https://kamposhop.kracie.co.jp/contents/diagnosis/kampo/plan.html
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(Magyari et al., 2020, R Soc Open Sci.)

(Yoo et al., 2024, PLoS One.)
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fMRI

(Mahone et al., 2018, Brain Cogn.)

fMRI

fiber photometry

(Tan et al., 2024, Neurosci Res.)
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講評 

杉谷 巌 

日本医科大学内分泌外科学分野 大学院教授  

 

皆さんこんにちは。今日は本当にお疲れ様でした。素晴らしいプレゼンテーションを聞かせ

ていただきありがとうございました。お若い先生方、7 割がた女性の先生方が、バックグラ

ンドも専門分野も違う中、非常に夢のある研究計画をお話しいだき感銘を受けました。私は

内分泌外科というニッチな科の中で、とくに甲状腺がんという狭い領域を専門にしており、

研究の幅を広げるには、いろいろな分野の先生の話を伺うことが大切だと感じています。そ

ういう意味でもこうした機会があるのは、とてもよいことだと思います。皆さん役割分担と

かスケジューリングまで提示されており、今後も研究を継続・発展させていただければと思

いました。 

発表内容に関しては少し理解が追い付かないところがあり、また時間が短すぎてもったい

ないところもあったと思いますが、一言ずつ各グループについて述べさせていただきます。 

 

G1：コラーゲン分解薬という画期的なお話をいただきました。瘢痕組織を消すのではなく

て正常化させるというところに、癌の治療をしている身としては、なるほどと思いました。

実現までのハードルはまだ高そうですが、drug delivery system のお話も興味深く伺いまし

た。イラストもとてもきれいで分かりやすかったです。 

 

G2：肺高血圧症ということで臨床医学にかなり近い部分ですが、お話を聞いてみると人に

限らないテーマであるということで、しかも人から動物へ研究の流れがいっているという

ところが非常に興味深く感じました。研究材料として何を使うのかという点はとても重要

な点です。生体組織を使うのか、血液を採るのか、動物をどう使うのかなど、倫理的問題を

クリアして質の高い研究を進めるというところを考えさせられたお話でした 

 

G3：災害公衆衛生ということで、いわゆる災害医学のお話かなと思っていたら、ペットの

お話になり非常に興味深く伺いました。quality of life とか patient-reported outcome とい

うのも、従来の腫瘍学的なハードアウトカムと違ったソフトアウトカムで、今後のエビデン

スとして重要性が増していくのかなと思いました。 

 

G4:女性に多い疾患と漢方薬ということで、片頭痛やホットフラッシュを中心に活発な質疑

がありました。私の専門の甲状腺疾患も女性に多い疾患ですが、女性に多い理由はあまりよ

くわかっていません。甲状腺手術後の機能低下は甲状腺ホルモン療法で数値的には正常化

するのですが、不調を訴える女性も多いです。漢方薬に係る体質診断といったことが科学的

24



に確立すると、信頼性、有用性が向上するのではと感じました。 

 

G5:こちらもペットの話で、楽しく伺いました。ペットはいるだけで癒されるのは実感して

いましたが、ストレスとの兼ね合いからさらにペットと人間の関係性を良くしていくとい

う発想はとても興味深かったです。癒しとストレスに関して科学的に改善していく方策が

理論づけられると素晴らしいと思います。 

 

どうもありがとうございました。 
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開催概要

日時 2024年11月15日（金）　16時～18時45分

会場

主催 日本医科大学、日本獣医生命科学大学、アンファー株式会社

対象

プログラム

挨拶

グループワーク

発表・質疑・講評

司会

プロジェクト参加者

人数 20名　（当日参加は18名）

所属内訳 日医大12名、日獣大5名、東京理科大学2名、早稲田大学1名

性別内訳 女性15名、男性5名

職位内訳 教授(ポストアップ)1名、准教授5名、講師4名、助教5名、大学院生5名

5グループによるディスカッションと発表のまとめ
鈴木学⾧、神田教授、山本准教授、小竹教授がラウンド

発表:各グループリーダー　総評:杉谷巌先生

文部科学省科学技術人材育成費補助事業　ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（牽引型）

第5回女性・若手研究者キャリアデザインプロジェクト
共同研究に関するワークショップ 開催報告

日本医科大学　教育棟講堂

日本医科大学、日本獣医生命科学大学、アンファー株式会社、
東京理科大学、早稲田大学に所属する教職員、ポスドク、大学院生

弦間 昭彦 　日本医科大学　学⾧
鈴木 浩悦 　日本獣医生命科学大学　学⾧

神田 奈緒子
皮膚科 教授、しあわせキャリア支援センター 副センター⾧
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共同研究のテーマ

グループ１

グループ２

グループ３

グループ４

グループ５

プロジェクトスケジュール

メンバー募集　　　　　　　　2024/9/9-9/27

選考結果とグループ通知　　　2024/10/7

共同研究のテーマ検討期間　　2024/10/7/-10/25

共同研究テーマ発表　　　　　2024/10/29

ワークショップ準備期間　　　2024/10/29-11/14

プロジェクト担当

日本医科大学 　神田 奈緒子教授　しあわせキャリア支援センター 副センター⾧

日本獣医生命科学大学　山本 昌美准教授　しあわせキャリア支援センター 委員

生体内で過剰に蓄積したコラーゲンを分解する治療薬の開発

肺高血圧症の臨床病理学的特徴と治療ターゲット因子の探索

災害時の公衆衛生管理について

漢方薬と女性に多い疾患

ヒトと動物の癒しとストレスの神経基盤の解明
～ヒトや動物は、どのような五感によってストレスを感じ、癒されるのか?～
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アンケート結果
属性

男性 3
女性 12
回答しない 0
日本医科大学 9
日本獣医生命科学大学 4
早稲田大学 1
東京理科大学 1

所感
満足 8
やや満足 6
やや不満 1
不満 0

ワークショップ全体
の満足度

性別

 所属
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本日のワークショップはいかがでしたか
大変楽しかった

グループの組み合わせによって、自然と研究テーマが異なり、他のグループの発表が興味深
かったです。

普段関わることのない分野の先生方とお話できて、研究の視野が広がりました。この機会にワー
クショップの内容をさらに詰めていけたら面白い研究ができそうですし、私自身、研究の組み立
て方や科研費のとりかたについても勉強になるので、より現実的で先のある機会があると良いな
と思いました。

自分のグループでは、対面することで短時間に一気に方向性が定まり、ワクワクする内容の研究
計画を立てることができました。また、各グループ多彩な発表で、とても楽しく拝聴しました。

応募した時は主旨などがあまりわかってなかったなか、きべ先生と友利先生が主体でいろいろ
主導していただいて、面白い体験ができました。

日頃接することのない分野についてお伺いし、新しい発見がありました。

準備期間に対して、当日の発表時間が短い

普段、討論することのない様々な分野・年代の先生方とグループワークでき、大変満足いたしま
した。どうも有難うございます。

しあわせキャリア支援センターからのメールにはスライドについては最低限の準備でと書いてあり
ましたが、当日の時間ではスライドを作るのは難しいと思いました。

臨床や病理の先生方と直接お話しする機会はなかなか得られるものではなく、先生方とのディス
カッションを通じて非常に多くの刺激を受けることができました。

興味あるテーマ分野とは異なったため何とも言えない

結果、満足です（のどもと過ぎれば熱さを忘れる）。準備段階は皆が遠慮してなかなか決定でき
ず、日々の業務+でストレスを感じることもありました。

他分野の研究者と交流できる良い機会でした。

異なる分野の先生方とお話しする機会が持てて、とてもよかった。

概ねよかったです

グループメンバーはいかがでしたか
知り合えてよかった

普段、ご一緒することのない先生方と交流できたことが楽しかったです。

話に耳を傾けてくださり、話しやすい先生方ばかりで、楽しかったです。

理科大の方がメンバーにいらっしゃったことで、まったく異なる発想に触れることができ、とても刺
激になり、勉強になりました。

３人とも最高です。分野違うのがよい具合に影響したと思います。

分野が異なる先生方とご一緒し、お話をお伺いできたことはとても有意義であったと感じました。
他方、昨年同様リーダーの方に負担が偏りがちだと感じた次第です。

良い

優秀な先生が多く、思いもつかないアイディアを皆様出されており、素晴らしいなと思いました。

それぞれ研究分野が違うので話はとても参考になりましたが、４名中３名が大学院生で、そのうち
二人はこれから研究を始めるところだったので、「仮想の共同研究テーマ」について話し合うの
はなかなか難しかったです。研究の分野やスキルだけでなく研究の経験年数も少し考慮してい
ただきたかったです。

聡明な方々ばかりで、非常に勉強になりました。

専門が違うので、課題のすり合わせが難しかった
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異分野で、まとめるのが難しかったです。

和気藹々と進行してくださって皆さん秀逸ながら親切でした。

皆研究分野が異なり、刺激をもらえたし、和やかな雰囲気で楽しく議論することができた。

とても素晴らしかったです

本日までのスケジュールや準備はいかがでしたか
タイト。
懇親会はもう少し長いと嬉しかった。

もう少し準備をしておけばよかったと思いますが、

テーマを決めるまでの期間が割とタイトだった気がします。予定が合わずに、土曜日に会議する
ことになったので、もう少し日程調整の時間を確保していただけるとありがたかったです。

LINEグループを作って隙間時間に議論を進めたことで、無理なく、楽しく準備を進めることがで
きました。

メールのやり取りしか出来なかったのですが最低限はできたと思います

WEBでのお打ち合わせや準備は難しいなと感じました。

実習等で忙しい時期に組まれていた

あまり準備できなかったというのが、正直なところですが、webexでミーティングできたことを、当日
の話し合いに生かせたのでよかったと思います。webexの準備などご協力くださいましてありがと
うございました。

チームで準備するのは、なかなか大変なので、ワークショップ当日の時間を増やして、できるだ
け当日にできる課題にして欲しいと思いました。

適切だったと思います。

時間的には問題なし。

準備は結局オンラインミーティングでさえ時間が合わずにできなかった。当日初めて顔を合わせ
たので、少し時間が足りなかった。メールだけでは真意が読めず何も決定できなかった。

任せっぱなしのところが多く申し訳なかったのですが土壇場でChatGPTの活用もあり皆さんのお
かげで間に合いました。

事前の話し合いが1回しかできておらず、かつ当日の発表までの時間が少なかったので、個人
的にはもう少し準備してから臨みたかった。

準備は多少していましたが、当日になって下準備を相当行っていないと当日の時間内にまとめ
るのはとても厳しいと感じました。

その他ご意見、ご感想
今回は、事前の準備は最小限にというお達しがあったことで各グループ頑張りすぎることなく、無
理のないかたちで楽しく参加できたのではないかと感じました。
杉谷先生の講評が素敵でした。

異分野交流目的であれば、学生や若手の研究ポスター（学会で使用済もOK）を掲示して、自由
にディスカッションの方が参加しやすい。法人内で日頃から交流が少ない中で今回のようなゼロ
ベースからの研究立案は若手教員には特に負担がかかる

このワークショップに参加でき、意欲のある研究者の先生方と自由な議論を行い、新しい研究の
方向性を考えていくことは、素晴らしいことだと改めて感じました。これを機にGroupの先生方と
の交流がさらにすすめばと思っております。どうも有難うございました。

課題は「仮想の共同研究テーマ」でしたが、この課題の目的など細かい説明がなかったので、研
究テーマ/計画について実現可能かどうか、どこまで完璧さを求められているのか判断が難し
かったです。
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興味あるテーマごとにグループ分けをするほうが良いと思います

初回も顔合わせを含め、対面またはオンラインで相談する時間を強制的につくって欲しいかもし
れない。２度も本部に行くのは大変だが、その後の作業がスムーズに行くように感じた。

懇談会はいかがでしたか
フランクに話ができて楽しかったです。

グループ内の方だけでなく、他のグループの先生ともお話できて、お互いの専門分野の近況を
伺えて興味深かったです。楽しい時間を過ごせました。

懇親会があることで他のグループの方とも交流ができるのでよかったです。

いがいとケータリング美味しかったです

とても楽しく参加させていただきました。料理もおいしく頂きました。

特になし

専門が異なる先生方とディスカッションを通じて、自身の研究技術で何ができるのかを改めて考
えるきっかけをいただきました。

準備していただきありがとうございました。
お話することで、さらに先生方の雰囲気や興味を体感でき、共同研究してもよいかな？と思うこと
ができた。

他のグループの方とも交流できて新鮮でしたし、食事が美味しかったです。

楽しかった。

次年度のキャリアデザインプロジェクトで希望する企画、アイデア
研究成果発表会の対面版および懇親会（支援を受けていなくても研究のアドバイスを得たい人
用の発表枠あり、聴くだけ参加もOK）

他分野の先生方、ご研究についてお話をお伺いできる機会は大変貴重な機会と感じており、引
き続きこのような企画を運営いただければ幸いです。他方、仮想共同研究の立案となると、準備
に重きを置かざるを得ず、十分にお話をお伺いできない点は少し残念と感じています。
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女性・若手研究者
キャリアデザインプロジェクト

共同研究に関するワークショップ

2024年 11月 15日（金）16:00-18:45
日本医科大学　教育棟2階講堂（文京区千駄木 1-1-5）

主　催　　

問合せ　　しあわせキャリア支援センター   e-mail: app-shien@nms.ac.jp　TEL:  03-3822-2131

第   　   回

文部科学省科学技術人材育成補助事業 ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（牽引型）

プログラム・スケジュール

共同研究のテーマ

日時
会場

16:00　オープニング
　　　　挨拶　弦間 昭彦　日本医科大学 学長
　　　　　 　  鈴木 浩悦　日本獣医生命科学大学 学長
16:10　グループワーク
17:10　成果発表（発表 4 分、質疑 3 分）
　　　　講評　杉谷 巌 　  日本医科大学大学院 内分泌外科学分野 教授
18:00　懇親会
18:45　クロージング

グループ 1　『生体内で過剰に蓄積したコラーゲンを分解する治療薬の開発』
グループ 2　『肺高血圧症の臨床病理学的特徴と治療ターゲット因子の探索』
グループ 3　『災害時の公衆衛生管理について』
グループ 4　『漢方薬と女性に多い疾患』
グループ 5　『ヒトと動物の癒しとストレスの神経基盤の解明
 　～ヒトや動物は、どのような五感によってストレスを感じ、癒されるのか︖～』

女性・若手研究者キャリアデザインプロジェクトは、連携機関（日医大、日獣大、 アンファー
（株））に所属する女性・若手研究者、ポスドク、大学院生などが集結し、今後の医学・生命
科学研究者のキャリア形成に関して研究するプロジェクトです。
第 5 回では この 3 機関に加え、東京理科大学、早稲田大学の研究者を含めた 20 名が参加し、
5 グループに分かれて共同研究について学び、ディスカッションします。 

55
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文部科学省科学技術人材育成費補助事業 ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（牽引型） 

第 5 回 女性・若手研究者キャリアデザインプロジェクト 

共同研究に関するワークショップ 参加者募集要項 

 

１．プロジェクトの目的と概要 

本プロジェクトでは、日本医科大学、日本獣医生命科学大学、アンファー株式会社、早稲田大

学、東京理科大学に所属する女性・若手研究者が、グループに分かれて仮想の共同研究テーマを

決定し、ワークショップまでに共同研究のおおまかな構想を考えます。ワークショップでは、グ

ループごとにディスカッションして共同研究の構想をまとめた後、各グループのリーダーが発表

します。 

本プロジェクトでは女性・若手研究者が集い、それぞれの専門と共同研究についてディスカッシ

ョンをすることで、異なる所属・分野の間で新たな交流が生まれ、実際の共同研究への種が生ま

れることを目指します。 

2019 年に採択された文部科学省科学技術人材育成費補助事業ダイバーシティ研究環境実現イニ

シアティブ（牽引型）では、ダイバーシティ研究環境の実現、女性研究者の研究力の向上・上位

職への登用促進などを目的としています。「第 5 回 女性・若手研究者キャリアデザインプロジ

ェクト」は、この事業の一環として実施されます。 

 

日時 2024 年 11 月 15 日（金）16:00～18:45 

会場 日本医科大学 教育棟講堂 （東京都文京区千駄木１丁目１−５） 

内容 1.両学長挨拶 

  日本医科大学学長：弦間昭彦 

     日本獣医生命科学大学学長：鈴木浩悦  

2.グループワーク テーマ：共同研究 

 3.発表と質疑・講評 

 4.懇親会 

 

２．グループワークの方法 

① 募集時に参加者ご自身の専門分野やスキルなどをお知らせください。 

② ①を参考に、事務局で各 4 名程度のグループを作ります。 

③ グループごとに構成メンバーでの仮想の共同研究テーマを決め、ワークショップまでにおお

まかな構想を考えます。（下に示した 3.を参考に。仮想で他の研究機関や企業などを追加す

ることもできます。） 

④ ワークショップ当日は、メンバーが実際に顔を合わせて発表に向けてのまとめ作業のあと、

共同研究プランの発表に臨みます。 

⑤ ワークショップ後は、他グループのメンバーも含め、研究者同士の新たなつながりと情報交

換の時間もあります。 
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３．グループワーク：共同研究計画立案の項目例 

 各施設の技術・施設・人材・研究内容の理解（グループメンバー以外の研究施設、企業を巻

き込むのも可とする） 

 研究課題の決定 

 研究の目的(目標)設定 

 研究方法の設定：各施設のリソースをもとに考案 

 各施設の役割分担の決定：各自のエフェクト 

 研究スケジュール：研究期間をステージに分け、各ステージの目標を設定 

 その他：研究資金調達（公的科研費、財団・企業・学会の研究助成、AMED などの大型研

究費）、相談窓口（研究統括センターなど）、特許の取得、研究成果の公表（論文の責任著

者、第１著者、共著者の設定） 

 

４．対象 

日本医科大学、日本獣医生命科学大学、東京理科大学、早稲田大学に所属する准教授、講師、

助教、ポストドクター、大学院生 

アンファー株式会社に所属する研究者 

 

５．募集人数 

24 名まで 

 

６．スケジュール 

参加募集期間   2024 年 9 月 9 日（月）～9 月 27 日（金）   

選考結果とグループ通知 2024 年 10 月 7 日（月）       

リーダーと共同研究テーマ通知 2024 年 10 月 25 日（金）   

ワークショップ準備期間 2024 年 10 月 28 日（月）～11 月 14 日（木）   

ワークショップ  2024 年 11 月 15 日（金）16:00～18:45 

 

７．応募方法 

所属施設の教授の推薦を受けての応募、あるいはご自分の意思での応募、いずれも可能です。

いずれの場合でも、参加者ご自身が下記の申込フォームよりご応募ください。 

 https://forms.gle/cNTu2fCarqx3Swp37 

８．選考及び通知 

採否及びグループ分けは、学校法人日本医科大学しあわせキャリア支援センター委員の本プロ

ジェクト担当者が決定し、メールで通知します。 

 

９．お問合せ先 

学校法人日本医科大学しあわせキャリア支援センター事務室 
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〒113-8602 東京都文京区千駄木 1－1－5 日本医科大学図書館 1 階 

電話 03-3822-2131（内線 5502，5504） メール app-shien@nms.ac.jp 
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学校法人日本医科大学　しあわせキャリア支援センター

〒113-8602　東京都文京区千駄木 1－1－5　

TEL 03-3822-2131

E-mail app-shien@nms.ac.jp

URL https://www.nms.ac.jp/shien/

https://one-health.jp/




